
M8Pと電子基準点データとの後処理RTK

海洋大構内の建物屋上と東京千代田電子基準点(基線長約4km)

データ取得日：2019年3月8日(金)の12:30から3時間(日本時間)



実験状況

使用受信機：u-blox社製 NEO-M8P
使用アンテナ：Tallysman社製 TW4721
※アンテナの底面に鉄製の直径12cm程度のグランド
プレーンを使用し、カメラ用三脚に固定

三脚とアンテナ

データロギング
用のPC

NEO-M8P NEO-M8P



電子基準点のデータを入手する方法
http://www.gsi.go.jp/

• 「基準点・測地観測データ」の「電子基準
点観測データ」をクリックする



認証ページ

• アカウントがない場合は新規登録する



• 全電子基準点が表示されるので、ズーム
してダウンロードしたい電子基準点を選択
し、左側のダウンロードボタンを選択する

ダウンロードしたい電子基準点データの選択



ダウンロードしたいデータの日付の選択

• ダウンロードしたいデータの日付や
衛星システム、RINEXのバージョ
ン等を設定し、「1日毎のデータダ
ウンロード」を選択する

※測位点で取得したデータと同じ時
間帯もしくは日にちを設定する
（UTCであることに注意）



• 「観測ファイル」のダウンロードボタ
ンと「衛星軌道情報ファイル」のダ
ウンロードボタンを選択する

• Zip化された観測データファイルと
航法メッセージデータファイルをそ
れぞれ解凍し、分かりやすい任意
のフォルダに保存する

• 解凍すると、30秒間隔の電子基準点観測データ等が手に入る

← 観測データ
← 航法メッセージ（GPS）
← 航法メッセージ（GLONASS）

データのダウンロード



基準局の精密位置に関しては、本解析では国土地理院のWebサイトで
随時更新されている電子基準点の最新の日々の座標値を利用

クリックしてダウンロード



←ファイルの中身

最新の精密位置



解析時間帯(GPSTIME)

移動局観測データ

基準局観測データ

GPS航法メッセージ
QZSS航法メッセージ

RTKPOSTの解析の設定 ※解析の設定は環境により異なりますパラメータ(赤枠部
分)を変えることで、Fix率が大きく変わります



解析結果


